福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	冬場に流行する感染症について

	学会名
	施設における感染症等予防研修会

	発表者名
	中村　雅子　（保健衛生部）

	開催場所
	福井健康福祉センター

	開催日時
	平成１９年１２月４日（火）

	発表内容
	冬場に流行する感染症として、感染性胃腸炎とインフルエンザについて県内の検査データをもとに説明。
冬場の感染性胃腸炎はウイルスによるものが多く、なかでもノロウイルスは、集団発生の原因ウイルスの9割以上を占める。近年は二枚貝による食中毒よりもヒト－ヒト感染による事例が多い。ノロウイルスはかなりしぶといウイルスなので正しい手洗いや念入りな消毒が必要である。
インフルエンザは、近年は３つの型が混在して流行し季節外れの流行もあるので注意が必要である。ワクチンは有用な予防手段だが、100％効果を期待できるものではない。特に高齢者では免疫ができにくいこともあるので、施設などではワクチンにのみ頼ることなくその他の予防策も怠ってはいけない。



